平成30年度　事業計画
　多機能型事業所くるみ園　

（児童発達支援センター・保育所等訪問支援事業所）

１　発達支援の基本理念
「発達支援」とは、「障害の軽減・改善」という医学モデルにとどまらず、地域・家庭での育ちや暮らしを支援する生活モデルへの支援を重要な視点としてもつ概念である。障害が確定した子どもへの「（運動機能や検査上の知的能力の向上などの）障害改善への努力」だけでなく、障害が確定しない段階の子どもも対象として、発達の基盤となる家族への支援や保育所等の地域機関への支援も視野に入れる広い概念であり、「障害のある子ども（またはその可能性のある子ども）が地域で育つ時に生じる様々な課題を解決していく努力のすべてで、子どもの自尊心や主体性を育てながら発達上の課題を達成させ、その結果として、成人期に豊かで充実した自分自身のための人生を送ることができる人の育成（狭義の発達支援）、障害のある子どもの育児や発達の基盤である家庭生活への支援（家族支援）、地域での健やかな育ちと成人期の豊かな生活を保障できる地域の変革（地域支援）を包含した概念」と定義される。

２　発達支援の目標

　　発達支援の目標は、単に運動機能や検査上に表される知的能力の向上にとどまらず、「育つ上での自信や意欲」、「発話だけに限定されないコミュニケーション能力の向上」、「将来的な地域生活を念頭に入れた生活技術の向上」、「自己決定、自己選択」なども視野に入れる。言い換えれば「障害のある子どもと家族のエンパワメント」を中心とする。
３　児童発達支援センターとしての役割

　　地域の中核的な児童発達支援センターとして、個別・集団活動及び相談を通じ、発達支援の連続性、継続性が重要である事を重視し、関係者の理解を得ながら子どもの生きぬく力を支援する。併せて、保育所等訪問支援事業を展開し、個別支援計画を柱に集団生活に適応する力を育てる。また、地域の関係機関や子育てに不安を抱える児童と家庭のための相談を通じて、療育等支援事業（外来・巡回・施設支援）に取り組む。これらの事業を通して地域の子どもたちの福祉の増進に寄与する。
（１）発達支援
①　相談支援事業所と情報の共有を図りながら保護者と共に個別支援計画を作成し実行する。そして、定期的なモニタリング（年２回）を行いながら１年間支援を提供し、終結時には保護者や関係機関への説明責任を果たす。

②　物や人との関係性を重視し、遊べる子どもの育成に努める。

③　子どもの発達特性に配慮しながらも、子どもの育ちの根源は周囲の大人（親・支援者）との愛着形成にあることを重視し、見通しを持って活動するための一つの方法として、各々の子どもの状態にあったコミュニケーション手段の獲得を目指す。
④　子どもの育つ環境や困り感の強いケースの事例検討を重ね改善につなげていく。その際、必要に応じ関係機関や保護者の参加を求めそれぞれの役割を明確にし改善を図る。
（２）家庭支援
①　父親参観日、療育グループ参観日、クラス参観日などの機会に、父親の参加を呼びかける。父親の子育てへの参加のきっかけとなるよう配慮して実施する。
②　子どもの育つ各々の家庭環境に十分配慮し、「子どもの最善の利益の保証」に着眼し、保護者が育児の主体者としての自信や喜びが実感でき、親子の愛着形成が基盤となるよう側面的に支援する。

③　育児上の困り感は子ども自身の困り感であることへの共通認識のもと家庭の育児力が向上するよう、様々な機会をとらえ支援する。
（３）地域支援並びに機関連携
　　保育所等訪問支援や障害児相談支援を実施しながら、児童発達支援センターとしての役割でもある地域の中核的な機能を果たすべく、障害を抱える子どもたちが、地域の中で皆と共に育ちあえる環境を目指す為に、子ども達が所属する機関への支援を行う。
また、障害のある子どもの健やかな育成の為に、子どものライフステージに沿って、地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育、就労支援等の関係機関が連携を図り、切れ目のない一貫した支援を提供する体制の構築を図る努力をする。
（４）障害のある子どもの地域社会への参加・包容（インクルージョン）を子育て支援において推進するための後方支援としての専門的役割

　　障害のある子どもの地域社会への参加・包容（インクルージョン）を進めるため、障害のない子どもを含めた集団の中での育ちをできるだけ保障する視点が求められる。このため、専門的な知識・技術に基づく障害のある子どもに対する支援を、一般的な子育て支援をバックアップする後方支援として位置づけ、療育等支援事業や保育所等訪問支援を積極的に活用し、子育て支援における育ちの場において、障害のある子どもの支援に協力できるような体制作りを進めていく努力をする。
平成30年度　重点支援項目
１　コンプライアンス（法令遵守）
　　勤怠管理システムの導入を基に、職場内における業務改善点を掲げ、業務の効率化を図り、働き方の改革に努める。
２　「子どもの最善の利益」の追求
　　子どもを取り巻く育児環境や制度、各種福祉サービスの充実により、地域の子育て環境は大きく変わってきている。親子で子どもらしい生活が実感できるために、保護者への育児支援は非常に重要である。家族力の低下が囁かれる昨今、職員は、保護者への相談援助技術を身に付け、家庭でも子どもが安定した生活が送れるよう、家庭生活の様子にも着眼した支援を実施する。
３　人権への配慮
　　人権委員会のアンケートを基に、改めて子どもの権利擁護に努め、不適切な対応を減らしていく努力をする。

４　40周年記念行事の開催

　　これまでの発達支援を振り返り、松山市の現状を把握し、次の10年を見据えた児童発達支援センターくるみ園の具体的な方向性を追求する1年とする。
５　児童発達支援ガイドラインに基づいた事業を実施　

　　平成29年度に児童発達支援ガイドラインが策定された。このガイドラインは児童発達支援の質を担保するために策定された意味も有しており、ガイドラインの遵守と公表は、くるみ園における発達支援の質的向上にもつながる。平成30年度は、事業所内でこのガイドラインの読み込みと、自己評価を行い、ホームページ上で公表をする。
６　法人内関連機関との連携
　機関連携を構築する上で、先ずは、法人が運営する子どもに関連した事業所との関係の構築を強化したいと考えている。お互いの顔が見える関係づくりに努めながら、各事業所間で子ども同士の関わりの機会を、意図的に計画したい。その上で、地域を支える拠点事業所であるという意識を高め、幼児期から共生社会の実現を目指したい。
平成30年度　年間行事計画
多機能型事業所くるみ園

	月
	園　　　　行　　　　事
	園　外　行　事
	定　例　行　事

	　４
	入園式　親子通園　クラス懇談会　家庭訪問

健康診断　個別支援計画懇談会

個別支援計画作成会議
	
	· 週間行事

衛生検査(月)

水泳（隔週火）

発達相談（随時）

研究日（水・金）

合同保育(火・木)

設定保育(木)

· 月行事

園外活動

誕生会

避難訓練

身体測定

合同遊戯

母子プレー

おもちゃづくり

職員会

給食保健委員会

大掃除

安全総点検

調理担当者検便

· その他

地域自立支援協議会

子ども支援部会

　　子ども支援小部会

	　５
	親子遠足　合同小運動会　こどもの日　　　　父母の会講座「支援計画」　母の日　心理判定（津守・稲毛式乳幼児発達検査）　試食会　参観日
	父母の会学校見学（５月～６月）

介護等体験(５月～随時)
	

	　６
	父の日　自由参観週間（グループ活動）　グループ活動参観日　救命救急講座　歯科検診
	瀬戸内を囲む幼児通園施設職員研修会(瀬戸内セミナー)
	

	　７
	プール開き　七夕　　ちびっこ夜市

個別支援計画懇談会
夏期日課
	福角保育園夕涼み会

堀江保育園夕涼み会

市教育相談（７．９．１０月）
	

	　８
	クラス懇談会

個別支援計画見直し
	中四国地区幼児通園施設主任職員研修会
	

	　９
	健康診断　
	発達障害児保育セミナー
	

	１０
	運動会

交通安全教室
	福角会祭
	

	１１
	参観日　
自由参観週間（グループ活動）　
七五三　交通安全教室　マラソン大会


	　
親子のつどい
	

	１２
	総合防災訓練　クリスマス・おゆうぎ会　　　　クラス懇談会
	幼児療育研修会

	

	　１
	健康診断　

自由参観週間（グループ活動）
	
	津守検査…前期年1回実施
新版Ｋ式発達検査

就学児…前期前半
　　　　後期後半
新入園児…前期

継続児…前期から中期
その　他必要時、随時全員行う。

	　２
	節分　まめまき　もちつき
個別支援計画懇談会
	特別支援学級連合発表会
入学説明会　体験入学
	

	　３
	ひなまつり　個別支援計画作成会議　　　　　クラス懇談会　卒園式
	幼保小連絡協議会
	


心理判定（津守・稲毛式乳幼児発達検査）は、発達相談時にも実施する。
